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社会基盤環境工学プログラム



［社会基盤還境工学プログラムの学習・教育目標］

現在、私たちの活動が地球環境に及ぽす影響や自然災害が

人間活動に及ぽす影響を総合的かつ多面的に捉え、

広い視野から技術的問題を解決できる人材の育成が急務とされています。

社会基盤環境工学プログラムではこうした社会的要請に応え、

人々の安全で快適な生活環境と豊かな社会の創成に必要な

社会基盤に関わる技術の構築ならびに

これらを災害から守り環境と共生していくための

工学を総合的に教育します。

自ら課題を発見でき科学的、合理的に問題解決を探り、

調和的、論理的に問顆を解決できる実行力と

リーダーシップを持った技術者 ・ 研究者に育つ人材を

輩出することを目標としています。

広範化、複雑化する社会や
自然環境を、自然、

人文、社会という
複数の科学的視点から
観ることができる能力

国際社会、

地域社会における自然と
人間と技術とのかかわりを
理解し、 課題を
認識できる能力
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■ 学習・教育目標の伸長過程

毎年、AからFの学習教育目標を
1段l段クリアしていくことで、
卒業時には真の実行カ ・ 問題解決力を
身に付けることが目標です。

G ＼戸：一
問題構成カ

評価カ

A~Fを総合的回躯使して、

他者との協働により問題解決の
プロセスを実行できる能力。
さらに以上のプロセスを体得し、

問題解決力を自発的、

継続的に高める能力

問題解析力
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4年生 I 応用的な能力を養う； 卒業論文
卒業研究を行う過程において、

学習・教育目標A~Gの能力の一層の伸長を図る。

3年生 能力の高度化を図る 専門科目 コ
専門性の高い応用科目を修得するとともに、

実験・デザイン科目を通して、 より高度な知識と能力を養成する。

1·2年生 基礎的な基盤を作る 教養 ・ 専門基礎科目
教養および専門分野の基礎となる必修科目、

選択必修科目のコア科目を修得する。
主に1年次には語学、 情報科目、 本プログラムの導入科目、

その他の一般教養科目を学ぷ。
2年次には専門基礎科目を学ぷ。
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